第14回　施設処遇検討会議　議事録

H19.7.16　13:30～15:30

青山荘地域交流室

　　　　　　　　　出席者：長谷部A.O.M清水S.G.M・秋山S.G.M・山田・原・山口・三浦・佐々木・小坂・馬渡

（欠席者：千葉C.E.O・小松）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 記　録：原

議題

１：大久保　康弘　様　（青明舎利用者様）の処遇について

２：小笠原　富治　様　（青風荘入所者様）の処遇について

３：村上　元道　様　（青山荘入所者様）の処遇について

１：大久保　康弘　様　（青明舎利用者様）の処遇について

病名：統合失調症 

　＜問題点＞

　　　①金銭管理について

　　　　　　　　介入方法→・青明舎の訪問時に本人の付けているお小遣いノートの確認を行い本人と一ヶ月どの程度お金を使っているのか話し合いを行い、月に一度青明舎で金銭管理について面談を行う。

　　　②服薬について

　　　　　　　介入方法→・世話人の訪問の際には忘薬がないかを確認してもらう。

・青明舎の訪問時に服薬について確認を行う。

　　　③対人関係について

　　　　　　　　介入方法→・青明舎の「昼食を作ろう」や「映画研究会」などに参加してもらい、他の利用者と交流を持ち対人関係を持つようにする。

＜評価＞

平成19年6月18日よりGHあおめに入所している。GHでの生活は金銭管理についてストレスを抱えている様子である。金銭管理については、青明舎職員の訪問時に本人の小遣い帳を確認し、月にどの程度使っているのか、何に使っているのか使用状況を細かくはっきりと確認する必要がある。服薬については忘薬がないように確認し、睡眠、体調変化を観察しながら不調がある場合は主治医に相談する前に青明舎職員・GH世話人へ相談し自己判断しないよう本人へ伝えなければならない。

２：小笠原　富治　様　（青風荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症

　＜問題点＞

　　　①何事に対しても無関心で意欲が低い

介入方法→・日常生活や行事、プログラムを通して他者との交流の機会を多く設定し、こちらからもアプローチしていく。

・個別で市内に同行し、交通機関等の利用方法や大型店での購入方法を学習して単身でも行動できるよう支援する。

・自分から訴えてくる事が少ない為、様子を見て状態を確認する機会を設ける。

　　　②家族関係の調整

　　　　　　　　介入方法→・現在は妹夫婦が本人の保護者となっているが、本人と関わる機会が少なくなっており、妹氏も病気で入退院を繰り返している状況。将来的に妹氏の他に保護者を引き受けていただける方がいるか面談時に相談していく。

＜評価＞

　現在、デイナイトケアに通所しており、プログラムには拒否無く声掛けで参加する事は出来ている。

問題点として何事に対しても無関心で意欲が低いとの事だが、本人より積極的に行動を行う事が出来

ない為、無関心に見えるとの事。日常生活や行事、プログラムを通して他者との交流の機会を多く設

定し、職員側からもアプローチして本人の趣味を拡大していく。

３：村上　元道　様　（青山荘入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　

　＜問題点＞

　　　①就労訓練について

介入方法→・本人と相談し、退所機嫌については２年と明確に決めず、「職親利用などし、作業に慣れることより生活が安定した後」と話し合いを行っている。

　　　　　　　　　　・青明舎と連携し、アルバイト作業、職親見学・体験実習など行い、職親に向けた意欲の向上と理解を図る。本人が職親利用を想定し、職親の目的を理解した形で職親利用に結び付けていく。

　　　　　　　　　　　　　・青山荘で就労訓練を実施している方はおらず、短絡的に「自分は他者よりも優れている」と考えてしまう面もあることから、職親見学・体験を通して自己評価に加え、外部からの評価も行い、本人の評価できる点と課題点を見つけていく。また、その際は本人のストレスが過度とならない様に課題点の数量などを調整する）

・職親見学を勧めていく中で技術・能力拡大が必要であると思われる項目に関してはデイケアとも連携しプログラムを検討していく。

・職親利用のみの選択肢ではなく、「自分が行いたいこと」としてデイケアやうみねこ幸房の継続利用、その他の資源も検討する。

・青山荘での生活においては「特定の利用者に対して強く批判する」「時間を守れない」など基本的なマナー面（対人交流が主）において課題が多くある。普段の行動から課題点を抽出し、普段の生活時から留意して頂く。

③金銭管理について

介入方法→・毎月始めに「先月の収支」「今月の収支」を本人にまとめて頂き、留意点を検討する。金銭支出要網をより具体的に組み立てることや退所後の生活を想定した予算の組み立てを行う。

　　　　　　　　　　　・青明舎など福祉機関と相談し、退所後も継続して収支の確認を行える環境を構築していく。（本人は了承済）

・家族から本人に対し金銭支援要求があることもあり、家族の経済状況や意見の確認・把握を行う。

　　　　　　　　　　　　　　・運転免許や原付バイクなど所持したいという要求もあり、高額な品や現在の生活（生活保護支給目的）と無関係な支出に関しては突発的に購入せず、職員に相談する様に伝えると共に関係性の構築を図る。

＜評価＞

　就労について以前は職親利用や就職したいという希望があったが、現在、就労希望はあるものの、自分に合った職親を見つけて訓練したい。駄目ならうみねこ幸房で訓練していきたいと希望を話している。現実検討力の低さから自己評価が高く就労を焦る傾向であったが、青山荘での清掃訓練や青明舎のアルバイトを実施し、その振り返りを行うことで自身の課題点に留意しながら生活している。精神障害の特徴として、面接では良いと思っても実際に働いてみると仕事が出来ないという方が多い。アパート暮らしになってからでは失敗したときのフォローが難しい為、青山荘にいる時から体験実習をさせ様子をみていく事とする。
